
　　　　

2025 年 2 月 21 日

8 時 30 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
各種のお祭りやイベントのステージ参加（絆、STUiliy、とよマルシェ、クリスマスコンサート、なのはなバザール、わくわく祭り、のど自慢、秘密基地ほか）。季節を感じられる畑活動
と販売（田植え、春～冬野菜の栽培管理と調理）お花見、海遊び、川遊び、山登り、春祭り、夏祭り、ハロウィン収穫祭、クリスマス、門松作り、初詣、書初め、節分、ひな祭り、進級卒
業イベント、BBQ,ピザ窯体験、各種イベント、公共施設への外出、電車・バス体験、お買い物体験。その他。

家族支援
日々の連絡帳や、家庭訪問、3か月以内のモニタリング、参観日、家族会、ペア
レントメンターや先輩お母さんを招くなどの保護者会の実施、家庭事情による
延長支援。その他、児童、家族の意思を尊重し寄り添った支援。

移行支援
中学進学、高校進学、専門学校や訓練校、大学、就労など各ステージへの移行について連
携のもと支援します。情報共有をこまめにおこない、学校訪問や職場訪問、担当者会議や
就労支援により、本児に寄り添った移行の形を支援します。

地域支援・地域連携

農場を活用した地域との関り、全国音楽療法協会、こども食堂、無料音楽教室、こどものお絵描
き造形教室みちくさ様、STUily、冒険遊び場てんぐりがっぱ様、フリースクールドイノハナ様、
フリースクール里山スコーレののはな様など、様々な連携。SDGSの取り組み。福山南消防、霞分
団、その他、協力機関との連携。

職員の質の向上
人権擁護や感染症、アンガーマネジメント、緊急時の対応など各種研修の受講（内部研修
含む）、講師としての参加、出張音楽療法による音楽療法士のスキルアップ、全国音楽療
法協会との連携や、外部講師を招いての研修開催。ランチミーティング、青空会議ほか。

支　援　内　容

【心身の状態を把握し、発達過程に応じた健康管理をおこないます。生活リズムや習慣的・基本的な生活力の向上を支援します】
①送迎乗車時、来所時の検温と様子確認。②支援中の体調変化や異変に注意する（除菌空間）。③着脱衣、手洗い、調理、おやつ、片づけ、掃除、排泄などの生活習慣を学ぶ活動。
④交通ルールや避難訓練、性の学習なども組み込んだ生活スキルの獲得。⑤四季を感じる活動、⑥畑を活用した食育、⑦その他、子どもたちと一緒に考えたプログラムも大切にします。

【各種運動プログラムのほかに、畑や地域の自然環境の中でのびのびと活動することで、運動機能や五感（感覚統合）の成長を支援します】①音楽療法プログラム、②園芸療育、③自然体験（海遊び、川遊び、田植えなどの
泥遊び）、④春・秋運動会、⑤なわとび、鉄棒、バドミントン、トランポリン、持久走などの運動プログラム実施とデータ記録、⑥足形、手形アートやクラフト、スライム、粘土創作、⑦スヌーズレン、
⑧ハンモックなどによるリラックス、クールダウン、⑨はいはいからの基礎的な運動能力の支援（指先から足先まで）、⑩その他、子どもたちと一緒に考えたプログラムも大切にします。

本
人
支
援

【発達過程に寄り添いながら時間や空間、色、文字や数字、物事を理解する力を支援します】①音楽療法プログラム、②時間設定を組み込んだ活動で時間を体感、③はじめの会、
終わりの会でのスケジュール確認（視覚）、④買い物体験による金銭感覚の習得、⑤活動の目的・ねらいを明確にする、⑥雨ふり散歩、⑦宿題など学習時間の確保と学習支援、
⑧タブレットやPCも活用した学習・プログラミング、⑦その他、子どもたちと一緒に考えたプログラムも大切にします。

【将来の生きづらさが軽減できるよう、音楽療法やことば療法を活用し表現方法を支援します】①音楽（ことば）療法プログラム、②はじめの会、終わりの会での”楽しかったこと”の発
表、③聞く力の支援、④”人に助けられた”経験を言葉にできるトレーニング（おわりの会）、⑤二語文、三語文、多語文への反復練習、⑥絵や振動など視覚的、感覚的にもわかり
やすいスケジュール管理や活動の工夫。⑦障がいの重さに関わらず、みんながわかりやすいルールブックの作成、⑧その他、子どもたちと一緒に考えたプログラムも大切にします。

【相手の気持ちを考えたり、自身の気持ちを相手に伝える力の成長を支援します。集団行動や社会体験で成功体験を積み重ねていきます】①パーソナルスペース学習、②電車、バスなどの
公共交通機関の利用体験、③外部企業や公共施設、福祉事業所と連携した社会体験、④自分の気持ちを発信できる環境作り、⑤集団活動にて協力しあえる工夫、
⑥折り合いの方法を一緒に考える、⑦その他、子どもたちと一緒に考えたプログラムも大切にします。

支援方針
子どもたちに多くの体験を提供することで、自己肯定感を高めていく。

将来の自分の夢をどのような形でも考えられ、叶える方法をともに考える。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 子ども自身が自分たちの未来を創造できる

事業所名 音楽療法型　多機能事業所　奏かなで 作成日支援プログラム（様式1）


